
 

降下訓練における羽村市への場外降着について（抗議） 

 

 

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、周辺住民は航空機騒音

等に悩まされ、いつ発生するか分からない事故に不安な毎日を送っています。 

このような中にあって、令和７年１１月１８日（火）に防衛省北関東防衛局

から「１１月１８日（火）夕方、降下訓練において、場外（羽村市）降着が発

生した。」との情報提供がありました。 

横田基地では、平成１３年９月２４日に米空軍機の部品が落下し、羽村市内

の工場の屋根を破損する事故を発生させ、平成３０年４月１０日には羽村市立

羽村第三中学校へパラシュートが落下しています。さらには、令和２年７月２

日に立川市へパラシュートが落下し、令和２年７月７日には福生市へフィンが

落下しています。一歩間違えば人命に関わる重大な事故であります。 

横田基地においては人員降下訓練が度々行われており、基地運用の安全対策

及び事前の情報提供を徹底するよう再三要請しているにもかかわらず、今回も

事前の情報提供がなく訓練が実施され、こうした事態が発生したことは、極め

て遺憾であります。市民生活の平穏と安全を守る立場から、こうした事故は看

過できません。 

安全対策に万全を期すよう抗議するとともに、この原因となった今回のパラ

シュート人員降下訓練の中止を求めるものであります。 

速やかに事故状況を調査し、徹底した原因の究明を行うとともに、正確な情

報の提供を迅速に行い、今後とも、周辺住民に不安や危険を与えることのない

よう、基地運用に関して安全対策の徹底を図ることを要望します。 

 

 

令和７年１１月２０日 

 

外務大臣　茂木　敏充　殿 

防衛大臣　小泉　進次郎　殿 

防衛省北関東防衛局長　池田　眞人　殿 

防衛省北関東防衛局横田防衛事務所長　佐々木　輝男　殿 

 

 

東京都羽村市長　橋　本　弘　山 
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令和７年１１月２０日 

 

在日米軍兼第 5空軍司令官　スティーブン　F．　ジョスト中将　殿 

在日米軍横田基地第 374空輸航空団司令官 

リチャード　F．　マックエルハニー　大佐　殿 

 

 

東京都羽村市長　橋　本　弘　山


